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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 少 な く と も (i) ジ エ ン エ ラ ス ト マ ー 、 (ii) 補 強 用 充 填 剤 お よ び (iii) 下 記 の 式 (I)の チ
オ ウ ロ ニ ウ ム 塩 ま た は チ オ ウ ロ ニ ウ ム 塩 の 類 似 体 を 含 む 、

ゴ ム 組 成 物 ：
A-S-Y-S-A     (I)
 (式 中 、 Aは 、 そ れ ぞ れ が 分 子 HXま た は イ オ ン X - と 会 合 し た 下 記 の 基 ：
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
を 示 し ；
　 Xは 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 を 示 し ；
　 Zは 、 下 記 ：

タ イ ヤ を 製 造 す る た め 又 は タ イ
ヤ 用 の 半 製 品 を 製 造 す る た め の



【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
を 示 し ；
　 基 R 1 、 R 2 、 R 3 、 R 4 お よ び R 5 は 、 同 一 ま た は 異 な っ て い て も よ く 、 水 素 原 子 、 ま た は C 1 ～
C 6 ア ル キ ル 、 C 2 ～ C 8 ア ル ケ ニ ル 、 C 5 ～ C 8 シ ク ロ ア ル キ ル 、 ア リ ー ル も し く は ア ル キ ル 基 が
C 1 ～ C 6 で あ る ア ラ ル キ ル 基 の 中 か ら 選 ば れ た 直 鎖 若 し く は 分 枝 鎖 の １ 価 の 炭 化 水 素 基 を 示
し ；
　 或 い は 、 R 2 と R 3 ま た は R 5 と R 3 は 、 こ れ ら の 基 が 結 合 し て い る 窒 素 原 子 と 一 緒 に 、 １ 個 以
上 の C 1 ～ C 6 ア ル キ ル 基 に よ っ て 置 換 さ れ た ま た は 置 換 さ れ て い な い 3～ 5個 の 炭 素 原 子 を 有
す る 不 飽 和 複 素 環 を 形 成 し 、 該 複 素 環 は ベ ン ゼ ン 核 と 共 役 し ま た は 共 役 し て な く 、 そ し て
、 R 1 お よ び R 4 は 、 水 素 、 C 1 ～ C 6 ア ル キ ル ま た は C 2 ～ C 8 ア ル ケ ニ ル を 示 し ；
　 Yは 、 1～ 20個 の 炭 素 原 子 を 有 す る ア ル キ レ ン 基 、 6～ 24個 の 炭 素 原 子 を 有 す る シ ク ロ ア
ル キ レ ン 基 、 6～ 18個 の 炭 素 原 子 を 有 す る ア リ ー レ ン 基 お よ び 7～ 25個 の 炭 素 原 子 を 有 す る
ア ラ ル キ レ ン 基 の 中 か ら 選 ば れ た ２ 価 の 炭 化 水 素 基 を 示 し 、 そ れ ら の ア ル キ レ ン 基 は 、 直
鎖 又 は 分 枝 鎖 で あ り 、 必 要 に 応 じ 、 Oお よ び Nの 中 か ら 選 ば れ た 1個 以 上 の ヘ テ ロ 原 子 に よ
っ て 遮 断 さ れ 得 る )。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 チ オ ウ ロ ニ ウ ム 塩 ま た は チ オ ウ ロ ニ ウ ム 塩 の 類 似 体 が 、 Zが 下 記 の 基 ：
【 化 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
を 示 し ； 基 R 1 、 R 2 、 R 3 お よ び R 4 が 、 同 一 ま た は 異 な っ て い て も よ い 、 水 素 原 子 、 ま た は C 1
～ C 6 ア ル キ ル 、 C 2 ～ C 8 ア ル ケ ニ ル 、 C 5 ～ C 8 シ ク ロ ア ル キ ル 、 ア リ ー ル も し く は ア ル キ ル 基
が C 1 ～ C 6 で あ る ア ラ ル キ ル 基 の 中 か ら 選 ば れ た 直 鎖 若 し く は 分 枝 鎖 の １ 価 の 炭 化 水 素 基 を
示 し ； 或 い は 、 R 2 と R 3 が 、 こ れ ら の 基 が 結 合 し て い る 窒 素 原 子 と 一 緒 に 、 １ 個 以 上 の C 1 ～
C 6 ア ル キ ル 基 に よ っ て 置 換 さ れ た ま た は 置 換 さ れ て い な い 3～ 5個 の 炭 素 原 子 を 有 す る 不 飽
和 複 素 環 を 形 成 し 、 そ し て 、 R 1 と R 4 が 、 水 素 、 C 1 ～ C 6 ア ル キ ル ま た は C 2 ～ C 8 ア ル ケ ニ ル を
示 し ； 基 Yが 請 求 項 １ に お い て 定 義 し た と お り で あ る 式 (I)の 化 合 物 の 中 か ら 選 ば れ る 、 請
求 項 １ 記 載 の ゴ ム 組 成 物 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 補 強 用 充 填 剤 (ii)が 、 無 機 充 填 剤 と 前 記 エ ラ ス ト マ ー (i)と の 間 に 結 合 を 与 え る カ
ッ プ リ ン グ 剤 (iv)と 一 緒 の 無 機 充 填 剤 か ら 全 部 ま た は 一 部 な る 、 請 求 項 １ 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ４ 】
 加 硫 可 能 な ゴ ム 組 成 物 の
製 造 方 法 で あ っ て 、 以 下 の 工 程 ：
　 a) 少 な く と も １ 種 の 補 強 用 充 填 剤 を ミ キ サ ー 内 で エ ラ ス ト マ ー 中 に 混 入 す る 工 程 ；
　 b) こ れ を 、 全 て 、 110℃ ～ 190℃ の 最 高 温 度 に 達 す る ま で １ 回 以 上 熱 機 械 的 に 混 練 す る
工 程 ；
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　 c) 混 合 物 を 冷 却 す る 工 程 ；
　 d) そ の 後 、 イ オ ウ 系 の 加 硫 系 を 混 入 す る 工 程 ； お よ び 、
　 e) こ れ を 、 全 て 120℃ 未 満 の 最 高 温 度 ま で 混 練 す る 工 程 ；
を 含 み 、
　 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に お い て 定 義 し た よ う な 式 (I)を 満 た す 少 な く と も １ 種 の
チ オ ウ ロ ニ ウ ム 塩 ま た は チ オ ウ ロ ニ ウ ム 塩 の 類 似 体 を 工 程 a)お よ び 工 程 d)の 少 な く と も １
つ に お い て 混 入 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 記 載 の ゴ ム 組 成 物

を ベ ー ス と す る タ イ ヤ 用 ゴ ム 半 製 品 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の ゴ ム 半 製 品 を 合 体 し て い る タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 下 記 の 式 (I)の チ オ ウ ロ ニ ウ ム 塩 ま た は チ オ ウ ロ ニ ウ ム 塩 の 類 似 体 の 、

加 硫 可 能 な ゴ ム 組 成 物 に お け る 戻 り 防 止 剤
と し て の 使 用 ：
A-S-Y-S-A     (I)
 (式 中 、 Aは 、 そ れ ぞ れ が 分 子 HXま た は イ オ ン X - と 会 合 し た 下 記 の 基 ：
【 化 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
を 示 し ；
　 Xは 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 を 示 し ；
　 Zは 、 下 記 ：
【 化 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
を 示 し ；
　 基 R 1 、 R 2 、 R 3 、 R 4 お よ び R 5 は 、 同 一 ま た は 異 な っ て い て も よ く 、 水 素 原 子 、 ま た は C 1 ～
C 6 ア ル キ ル 、 C 2 ～ C 8 ア ル ケ ニ ル 、 C 5 ～ C 8 シ ク ロ ア ル キ ル 、 ア リ ー ル も し く は ア ル キ ル 基 が
C 1 ～ C 6 で あ る ア ラ ル キ ル 基 の 中 か ら 選 ば れ た 直 鎖 若 し く は 分 枝 鎖 の １ 価 の 炭 化 水 素 基 を 示
し ；
　 或 い は 、 R 2 と R 3 ま た は R 5 と R 3 は 、 こ れ ら の 基 が 結 合 し て い る 窒 素 原 子 と 一 緒 に 、 １ 個 以
上 の C 1 ～ C 6 ア ル キ ル 基 に よ っ て 置 換 さ れ た ま た は 置 換 さ れ て い な い 3～ 5個 の 炭 素 原 子 を 有
す る 不 飽 和 複 素 環 を 形 成 し 、 該 複 素 環 は ベ ン ゼ ン 核 と 共 役 し ま た は 共 役 し て な く 、 そ し て
、 R 1 お よ び R 4 は 、 水 素 、 C 1 ～ C 6 ア ル キ ル ま た は C 2 ～ C 8 ア ル ケ ニ ル を 示 し ；
　 Yは 、 1～ 20個 の 炭 素 原 子 を 有 す る ア ル キ レ ン 基 、 6～ 24個 の 炭 素 原 子 を 有 す る シ ク ロ ア
ル キ レ ン 基 、 6～ 18個 の 炭 素 原 子 を 有 す る ア リ ー レ ン 基 お よ び 7～ 25個 の 炭 素 原 子 を 有 す る
ア ラ ル キ レ ン 基 の 中 か ら 選 ば れ た ２ 価 の 炭 化 水 素 基 を 示 し 、 そ れ ら の ア ル キ レ ン 基 は 、 直
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又 は 請 求 項 ４ に 記 載 の 方 法 に よ っ て 製 造
さ れ た ゴ ム 組 成 物

タ イ ヤ を 製 造 す
る た め 又 は タ イ ヤ 用 の 半 製 品 を 製 造 す る た め の



鎖 又 は 分 枝 鎖 で あ り 、 必 要 に 応 じ 、 Oお よ び Nの 中 か ら 選 ば れ た 1個 以 上 の ヘ テ ロ 原 子 に よ
っ て 遮 断 さ れ 得 る )。
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